
お客さま志向の取組み※1が評価され消費者庁
主催の「消費者志向経営優良事例表彰」で、
２度目の「消費者庁長官表彰」を受賞しました

※１ お客さまの健康増進を応援する「みんなの健活プロジェクト」や豊かな地域づくりへの貢献をめざす「地元の元気プロジェクト」等の取組み
※2 出典：「2012年と2022年の血液事業の現状（16～39歳の献血者数）より」（日本赤十字社）＊2012年：2,538,809人 2022年：1,679,058人
※3 出典：2019年度「国民生活基礎調査の概況」（厚生労働省）表15 性•年齢階級別にみた健診や人間ドックを受けた者の割合（20歳以上）
※4 出典：「認知症の人の将来推計について」（厚生労働省）各年齢の認知症有病率が上昇する場合の将来推計より65歳以上の高齢者の認知症有病者の割合

「大人の塗り絵」、
ご存じですか？

脳の活性化を促すといわれている塗り絵をご案内し、
コンクールを開催しています

予想では2025年に
認知症になる高齢者の割合が… 約20%※4

だから

「シャレン！で献血」、
いのちを、つなぎたい。

日本赤十字社協力のもと、Jリーグ全クラブ等と
ともに献血を呼びかけています

若い世代の献血者が
この10年で… 約85万人減※2

だから

「健康チェック」、
すぐそばでやっています。

全国のサッカースタジアム、道の駅、女子プロゴルフの試合
会場等さまざまな場所で、健康チェックを実施中です

健康診断を受けて
いない人の割合は… 約3.3人に1人※3

だから

「地元のひとが元気になる空間」をコンセプトに「明治安田
ヴィレッジ」を立ち上げ、健康や文化、スポーツの発信地と
して、「笑って健活！お笑いイベント」や全国の自治体と
協働で地域物産展を実施するなど、みなさまの健康づくりと
豊かなまちづくりに貢献していきます。
丸の内・福岡等の明治安田ホール等を所有するビルで
取組みを展開しています。

「明治安田ヴィレッジオープニングイベント」開会式（丸の内）

お笑いイベントの様子（丸の内）

「地元のひとが元気になる空間」
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２つのプロジェクトを通じて、
みなさまの「健活」を応援し、
「地方創生」の推進に貢献します

※1「ベストスタイル 健康キャッシュバック 女性がん・早期発見サポート」は「ベストスタイル」に「健康サポート・キャッシュバック特約（2021）」
　　「がん検診支援給付金付女性がん保障特約（2023）」を付加した場合の販売名称です
※2 株式会社JMDCの登録商標です
※3 NPO法人健康経営研究会の登録商標です

健康を、
いっしょに育てよう。

サービス
健康に関する情報・アドバイスをご提供します

MY健活レポート画面のイメージ（健康年齢®）※2

商品
健康ステージに応じてサポートする
「健康増進型保険」をご提供します

※1

アクション
健康づくりをサポートするイベント等を
ご案内します

「明治安田生命の健康チェック」イベント

つながり、
ふれあい、ささえあう
地域社会を。

当社呼びかけによる企業対抗運動会

地域を支える企業・団体の持続的な成長
「健康経営®」※3をサポートし、
意欲的に働ける職場づくりに貢献します

地元への愛着と暮らしやすさの向上
生活課題の解決に役立つ行政サービスの
ご案内等を行ないます

情報のご案内イメージ

献血の呼びかけ

地域のみなさまの健康保持・増進
健康増進イベントの開催や、
献血の啓発活動等を行ないます
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　　　　　 型保険（「ベストスタイル 健康キャッシュバック」、「認知症ケア」、「いまから認知症保険」）の加入者数＋2019年4月～2023年3月末までの健康増進イベント参加者数
　　　　　  登録商標です

お住まいの地域の取組実績は、
「わがまちインフォ」でご紹介しています

宇都宮支社

公民館での「定期講座」を通じて
お役立ち情報をお届けしています

開催講座数

1,231館 1,612講座

川崎支社

3
自治体のみなさまとともに歩んでいきます

和歌山支社

連携協定締結数

39都道府県 900市区町村※5

4

7 日本赤十字社と社会課題の解決に
向けて取り組んでいます
連携支部・協働取組数

47支部※5 651回

丸の内本社・団体献血の様子

企業・団体の「健康経営®」※6の認定を支援しています

6,499企業※5
サービス導入企業数

秋田支社

地元の元気プロジェクト
プロジェクト
参加者数※4

246万人

自治体との
連携取組数

2,502回

「私の地元応援募金」
寄付金

7.7億円

さらに
詳しく
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※1 従来から健康意識が高く、その状態を維持している人を含む　※2 「ベストスタイル 健康キャッシュバック」ご加入者　※3 2023年3月末時点の健康増進　　　　
※4 公民館・道の駅の健康増進イベント、サッカー観戦・ゴルフイベントなどへの参加者数　※5 2023年9月末時点の累計実績 ※6 NPO法人健康経営研究会の　　　　

地域のみなさまの
パートナーであり続けます
2023年4月から9月末時点の実績を記載しています

道の駅でみなさまの健康を後押ししています

福山支社

健康増進イベント開催回数

273駅 460回

1
地域のみなさまとともに伝統をつなげていきます

221祭事 351回
祭事への助成・ブース出展数

福井支社

2

プロ・アマスポーツを応援しています（詳細はP15-16参照）

©J.LEAGUE

若手アスリートへの
支援数

75名
2023年度
応援アスリート

長澤愛羅選手（ゴルフ）も
応援しています

5
協会けんぽ
各支部とともに
「健康経営®」※6を
支援しています

41支部※5

連携協定
締結支部数
連携協定
締結支部数

6

みんなの健活プロジェクト
プロジェクト
参加者数※3

106万人

健康サポート・キャッシュ
バックお支払実績

30.1億円

直近1年間で健康意識が
高まった人の割合※1

(当社実施 2023年度 健康に関するアンケート調査)
72.2%

＜健康増進型保険ご加入者※2＞

13




